












バイリンガルに育つ難聴児たち
AG ベル協会会誌「Volta Voices」2013年9月10月号

アンナ・カルコヴスカ・マッグルー

2カ国語あるいはそれ以上の言語を話す人々は、一般に考えられているよりも世界中のあちこ
ちにいるのかもしれません。エレン・ローデス（教育学者1・音声言語教育資格指導者・オーディ
トリーバーバル教育資格指導者）によれば、複数の言語を操れることは、認知能力や言語力、さ
らには経済的恩恵においても、子どもを含めた家族全体に有利に作用します。我が子にもバイリ
ンガルの恩恵をと願う親が増えているのもそのためでしょう。実際、アメリカ合衆国を例にとる
と、英語が多数派の言語であり公共教育における指導言語であることには変わりがなくとも、40
以上のさまざまなことばを話す5,500万人の人が存在することもまた事実である以上、バイリン
ガルは避けて通れないものとなっている、とマイケル・ダグラス（文学修士2・ 認定臨床言語病理
士3・ 音声言語教育資格指導者4・オーディトリーバーバル教育資格指導者）は語ります。
聾児・難聴児を見ても、１つ以上の言語に日常的に接する子どもたちの数は増えています。今

日の補聴機器を適切なフィッティングのもとに装用すれば、平常の会話レベルの音声を聞き取
り、健聴の子どもたちと同じように第一言語以外のことばを理解し話すことができるようになる
からです。

難聴児のバイリンガル：成功の鍵
ローデスは、バイリンガル／マルチリンガルを、２つあるいはそれ以上の音声言語を聴覚活用

のもとに習得し、理解と表出双方において会話レベルの流暢さをもつこと、と定義しています。
難聴児がバイリンガル／マルチリンガルとなるための鍵は数多くありますが（次ページのリス

トを参照）、最も大事なファクターはといえば、親あるいは身近な人がそれらの言語を自然に話
すのを幼少の頃から聴いて育つことだ、とローデスは話しています。
前出のマイケル・ダグラスと「オーディトリーバーバルについての101の質問と答え」（AG 

Bell協会出版）でバイリンガルについての章を共同執筆したジェーン・フルーテル（教育学博士
5・聾教育カウンセラー6・ 音声言語教育資格指導者7・オーディトリーバーバル教育資格指導者)
は、複数の言語を育てるにはきちんとした計画をもって望むべきだとの意見です。
ローデスのあげるもうひとつの重要なポイントは、どの言語をどの状況で話すかという線引き

をクリアにすること。例えば、家庭で話す言語と学校で使用される言語が違う、あるいは祖国の
ことばを話す祖父母のもとでよく休暇を過ごす、といった場合が考えられます。例えばパパはいつ
もスペイン語で子どもに話しかけ、ママはフランス語、というケースでは、子どもは言語と話し手
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との組み合わせを手がかりに複数語を同時に学ぶことができるのです。フルーテルによれば、聴
覚と言語指導の専門家は保護者とよく話し合い、子どもがどんな時にどの言語に接するのか、あ
る言語では誰が対話の相手となるのか、といったことを決めておくことが必要とのことです。

難聴児のバイリンガル／マルチリンガルに欠かせない諸条件
（エイミー・マッコンキー・ロビンスによる）

自然で豊か、かつ多様な言い回しを含んだ発話をする言語モデルの存在。

母語話者の発話に日常的に接し、その言語による習い事・友だち付き合い・宗教行事・学校・親族付き
合いなどの機会を多くもつ。
難聴児の場合特に気をつけることを両親に的確に伝える。

両親に、バイリンガル／マルチリンガルでの子育てをしっかりと自分の責任として果たす用意がある。

早期の難聴診断・補聴・音声言語での介入。

常時最高の状態で補聴されていること。「耳学問」は複数の言語に接する場合にはより重要である。

補聴をした状態で語音弁別がよいこと。

第一言語において言語習得能力に問題が無いことの確認。

心のことば
新生児の難聴はイスパニック（と呼ばれる南米などスペイン語圏をルーツにもつ人々）に特に

多く、聴覚障害児の医療や教育に携わる専門家にとっては英語を母語としない保護者へのケアが
大きな課題になっています。
ある社会の多数派の言語とは異なる言語、つまりマイノリティ言語の環境の中で育つ子どもた

ちにとって、家族の言語は「心のことば」とも呼ばれ、しっかりとした言語力をまずその心のこ
とばで身につけることがとても大切である、とローデスは言います。
言語教育に携わる専門家がみな強調するのは、親が自分の母語において子どものお手本となる

こと、親にその自覚をもってもらうことが非常に大事であるということです。「家族の話す言語
を学ぶことは子どもの権利です。それぞれの家庭の文化ともいうべき環境の中で育っていけるよ
う、サポートしていかなければなりません」（フルーテル）。「親ごさんが、自分が我が子のこ
とばを育てるんだと自覚することが最も重要です」（ローデス）。
マイノリティ言語を家庭環境とする場合、その言語生活の質と量にも注目しなければなりませ

ん。二カ国語で編まれた絵本などを活用するといった、リテラシーを育む試みが、バイリンガル
として育っていくために鍵になるのです。
エイミー・マッコンキー・ロビンス（科学修士8・ 認定臨床言語病理士）は、保護者との連係

プレーを実践しています。英語で（子どもと一緒に）課題をやって見せ、保護者にすぐ同じことを
母国語でやってもらうのです。１度に与える課題は数を少なくし、その分頻繁にリピートして根付
くのを狙います。
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マッコンキー・ロビンスは、バイリンガル家庭インタビュー9を行い、社会の共通言語とマイノ
リティ言語それぞれについて、家族や親戚ひとりひとりの「聞く・話す・読む・書く」能力を聞
き取り調査してもいます。「お子さんのまわりにいる人たちはよく親御さんを助けてくれるし、ま
た、お子さんとどんな関わりをもつ人たちなのかを把握しておくことは（セラピストとして）有
用なのです。だから標準化した調査をしています」（マッコンキー・ロビンス）。
フローテルもこの点を強調し、「兄弟姉妹、祖父母、保育士、その他、そのお子さんと触れ合

う人たちすべてに、できれば協力してもらうようにしています」と話しています。なぜなら、ロサ
ンジェルスのような街ではスペイン語話者、韓国語話者、ロシア語の話者といった人たちのコ
ミュニティーが存在し、全く英語を学ばなくても充分生活ができてしまうからなのです。
英語での理解が難しいと思われる家庭に対しては、 マッコンキー・ロビンスは書面による情報

を多く渡すようにしています。家族や親戚に英語が上手な人がいればいっしょに読んでくれるかも
しれないからです。
フローテルとマッコンキー・ロビンスはともに、子どもの就学に備えるよう家族に伝えること

が大事だと言っています。学校に入れば英語の授業についていく必要があるからです。「聴く／聞
き分ける力をつけて言語能力・発話能力を育てる、そのためのさまざまなスキルを親御さんに身
につけていただくように努力しています。例えば二カ国語で書かれた本を活用したり、TPOに
よって言語を使い分けるお手本を示したり・・・」（フローテル）。親もまた社会の共通語を学
び、子どもの普通教育での学びを支援できるよう、親をうながすことも必要となります。
「親自身が上手に使えない言語で子育てをすることはおススメできません。お子さんの言語の

発達に支障をきたすだけでなく、親子の心の絆、守られているという安心感までも危うくするこ
とがあるからです。私たち専門家は、親子関係にも気を配り、人間関係の中でお子さんを守って
いかなければならないと考えています」（マッコンキー・ロビンス）。

バイリンガルを選ぶべきでない場合
難聴はケースバイケース。バイリンガルをめざすことが妥当かどうかは、それぞれの状況を充

分考慮して判断すべきです。これまで検討してきたバイリンガルの育つ二大前提（平常の声での会
話が聞き取れるだけの聞こえの担保、子育てを担う人たちの効率的な支援の確保）に加え、お子
さんの注意力およびワーキングメモリーに充分に注意する必要があります。認知的プロセスを支
えるこうしたスキルによって学習のスピードが左右されるからです。
認知能力に長けていないお子さんの場合、専門家は保護者とともにどの言語に絞るのがお子さ

んのために一番良いかを決めなければならないとローデスは考えています。また、（誕生時の体
重が非常に低かった場合など）神経生理学的な機能不全のリスクがあるお子さんの場合、あるい
は学習障害を併せ持つ場合なども同様です。
さらには、バイリンガルという選択を阻む最大の要因は、補聴機器の常時装用ができていな

い、フィッティング／マッピングの不備により聞こえが担保できていない、家族が難聴児のこと
ば育てに責任を持とうとしない、などといった状況であることも少なくないということを忘れて
はいけないでしょう。
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しかしながら、難聴の発見、補聴、介入が遅かったということ自体は、バイリンガルに育つこ
とを容易にこそしないものの、すぐに諦める理由にはならないとローデスは指摘します。
フローテルは奇形などにより補聴技術の恩恵を充分に得られないお子さんにも言及し、「脳幹

インプラントが普及していけば、聞こえを得、複数の言語を学ぶことだってきっと可能になるは
ず」と予想しています。

バイリンガルを育む音楽
音楽は世界共通言語とも言われ、子どもたちも歌うことが大好きです。音楽は言語習得を促す

大事な役割を担うことが知られていますが、バイリンガルの場合は重要性はさらに増します
（ローデス）。文化の生き生きとした表現であり、その文化の有り様を豊かに伝えてくれるから
です。
どの文化にも、親が子どもと歌える指遊びや童謡、子守唄といったものがあります。「音楽は

私たちにさまざまな感情を呼び起こします。子どもの頃聴いた歌を歌ったり聴いたりすると、自
分の幼かった頃や歌ってくれた両親のことなどを思い出します。こうして親から受け継いだものを
子どもにも伝えることで、親子の絆は深まります。難聴児にとってもかけがえのない絆です」
（マッコンキー・ロビンス）。
フローテルも「それぞれの言語の独自の言い回しを自分の経験と結びつけることでお子さんは

バイリンガルに育つのです」として、セラピーの時間もいっしょに子どもと歌うよう、また、祖
母、兄弟姉妹、ベビーシッターなど身近な人たちにも参加してもらうよう、親をうながしていると
のことです。

バイリンガルを生きる
著者は複数言語の環境の中で難聴児を育ててきたご家族に話を聞くことができました。それぞ

れのストーリー、幼少時からのバイリンガルを育てるためのアドバイスをいただきましたので、以
下にご紹介いたします。

✴シュタイガー家の場合
美知子（16歳）は先天性の両側重度感音性難聴で、２歳になった時に人工内耳の手術を受けま

した。両親はドイツ（父方）と日本（母方）、両方の文化の中で育てたいと、もともとバイリン
ガル教育を考えていました。
でも、難聴の診断を受け、両親はバイリンガルを諦め、ひとつの言語に集中することにしまし

た。「その頃は何もわからず、ひとつだけでも無理ではないかと思えたのです。」スイスのドイツ
語圏に住んでいたこと、出会ったオーディトリーバーバル・セラピストもドイツ語圏の人であった
ことから、両親はドイツ語での子育てを選びました。
美知子は順調に聴く能力を身につけ、ことばを学んでいったため、父親のアメリカへの転勤を

機に方針を変え、英語に触れさせることにしました。さらにフランスへの転勤があり、現地の普
通教育を望んだ両親は、美知子と妹（健聴）をマルチリンガルの環境で育てることになったので
す。



スイスとアメリカでは音声言語教育の専門家の指導と支援を受け、またその人たちのバイリン
ガル教育への理解を得ることができましたが、フランスでは専門家に懐疑の目で見られ、反対も
される中でのマルチリンガル生活の始まりでした。10年後の今、美知子はドイツ語・英語・フラ
ンス語を自由に使いこなし、この秋からは国際バカロレア取得をめざす英国の高校に留学して学
んでいます。
「私たちはいろいろな意味で幸運でしたが、まず１つの言語に集中したことも良かったと思っ

ています。そこできちんと聴く力と言語習得の基礎づくりを確認し、その上でバイリンガルとい
う冒険に挑むことができたからです」（両親談）。
複数言語を習得させるにあたって、シュタイガー家では特に計画やルールがあったわけではな

いといいます。言語は対話のツール、だから今そこにいるコミュニティーの言語を話し、（広い言
語の海に漂う家族という）舟の錨としてドイツ語を培う、という考え方なのです。
シュタイガー家は今は日本に住み、難聴児を音声言語で育てたいと願う親をサポートすべく

【声援隊】を設立して活動しています。ホームページ（日本語） www.seientai.com。
これから難聴児のバイリンガル教育をめざすご家庭へのアドバイスとして寄せられたのは「難

聴の診断を受けても、家族と共有したいと抱いていた夢を諦めないで。（私たちは日本語を諦め
てしまったけれど）親のそれぞれの母語を諦める必要はないのです。ただ、躊躇せずに最適な補
聴をしてあげ、聞こえとことばの最高の指導者を捜してください。バイリンガルに育てるのは親の
理想を追っているだけではダメ。お子さんが本当に自然に無理なく２つの言語と文化に融け込ん
でいるかどうかを、常に自問する姿勢を忘れないでください」とのことばです。

✴ステファニー・ロイドとスティーブ・ギモンの場合
ステファニー・ロイドとスティーブ・ギモンは、カナダ・ケベック州モントリオールという街

全体がバイリンガルである土地で、イーヴィー（6歳）とイリス（14ヶ月）のふたりの子どもを育
てています。二人とも両側感音性重度難聴があり、両側人工内耳を装用しています。家庭では英語
を話しますが、それぞれが一日中フランス語の中で生活しています。イーヴィーの難聴診断は
17ヶ月の時でした。その頃、ケベックではまだほんの一部の病院しか新生児スクリーニングを行
なっていなかったのです。イリスは出産直後に難聴がわかりました。
難聴がわかった時、イーヴィーはすでにフランス語の幼児保育の世話になっていました。難聴

児を複数言語で育てることは可能かどうかを両親がセラピストや他の難聴児の家族に訊いたとこ
ろ、みな一様に「他の子と同じようにイーヴィーだって複数のおとばを話せるようになる」との
答えでした。
「イーヴィーは頭の回転が早く、まわりの人間と対話したいという気持ちが満々の子でした。

だから英語とフランス語両方で育てようと決めたのです。もしうまくいかないようだったらその
時に考え直せばいいと思っていましたが、今のところその必要はなさそうです。イリスもまたお
しゃべりが好きで、ユーモアと粘り強さのある子です。この子も姉と同じようにうまくいくでしょ
う」と母親は話しています。
両親は、二人の子が２つの言語をしっかりと習得できるような環境づくりに機を使いました。

「イーヴィーの診断後、たくさんの音を聴かせて耳と脳を開拓していくような感じでしたが、若
い脳の可塑性を考えれば、まわりの音に反応し、それぞれの言語の母音や子音の違いに耳を傾け
て理解していくというプロセスはごく自然なものだったのでしょう。」



フランス語習得を支援するために、できるだけカフェやレストランで自分でオーダーさせた
り、公園や行事などで子どもたちと遊ばせたりするようにしました。また、同じ地域に住み、自
身もバイリンガルである祖父母たちにも協力してもらい、フランス語の宿題などをみてもらった
りしました。
難聴児をバイリンガルに育てたいと思うみなさんへのアドバイスは・・・。「やってみる、そ

して気をつけて様子を見ること。子どもはそれぞれ、けれど、人工内耳や補聴器でちゃんと聞こ
えている子なら、同時に複数の言語を覚えることも問題ありません。イーヴィーは英語とフランス
語、両方の支援教員にそれぞれもう何年も見てもらっていますが、おかげで彼女の聞きやすい
音・聞きにくい音の範囲がよりよくわかり、それをまたマップに活かしてもらえたりと、学ぶこ
とは多いです。」

✴シンデル家の場合
ニューヨーク出身のデイル・シンデルは、学生の頃留学したスペインでカルロスと出会い結婚

しました。学生時代から聴覚が落ち、現在では重度～最重度の聴覚障害で補聴器を装用していま
す。
一家はマドリッド在住。三番目の子ジェイムスが中～重度難聴の診断を受けたのは２歳半の時

でした。デイル自身も難聴があり、バイリンガルの環境で生活していましたので、上の二人の子と
同じようにジェイムスもバイリンガルに育てようという考えは変わらず、マドリッドで英語で授業
をするインターナショナルスクールに入れました。
「マルチリンガルでマルチカルチュラルであるということは、より多くの人とコミュニケー

ションできるということです。１つの考えを伝えるのに方法は１つだけではないということを学
び、より大きな、密接に絡み合った世界の十人となるということでもあります。バイリンガルは
色々な絵の具のあるパレットのようなもの。相手が自分の母語で話す時、その言語の微妙なニュ
アンスを感じ、その言語共同体の人たちがどんな風に考え、感じるのかを理解できるのだと思い
ます」（シンデル）。
2007年に立ち上げたスペイン語の非営利ウェブサイト「t-oigo.com」では、難聴児をもつス

ペイン語圏の家族をサポートしていますが、その中でも関心が高いのがバイリンガルです。英語を
学びたい難聴児に無料のプログラムを提供しています。すでに５つの都市に活動拠点があり、
2014年にはさらに拡大の見込み。今年11月にはマドリッドで難聴児のバイリンガル教育につい
ての会議を開催し、バイリンガル教育を選んだ71のスペイン語圏のファミリーへの聞き取り調査
を行ったマーク・ギバーソン（認定臨床言語病理士、博士）を講師に招く予定です。
ジェイムスの診断後、言語病理士は１つの言語に絞るべきとの意見でした。しかし、家族全員

がバイリンガルであり、２つの言語のコミュニティーで生活しています。子どもたちは英語の学校
に通っています。家庭の中では英語が主でしたが、一歩家を出ればスペイン語の世界、父方の親
戚ももちろんスペイン語話者です。「結局、自分の勘に従ったと言ったらいいでしょうか。専門
家の意見は意見として、家族としてバイリンガルを選んだわけです。」
ジョン・トレーシー・クリニック10にメールして登録し、英語の課題をもらって取り組みまし

た。スペイン語の課題も取り寄せ、エクアドル出身の乳母をジェイムスに付け、英語とスペイン語

10 John Tracy Clinic http://www.jtc.org　オーディトリー・バーバル教育を推進するロサンジェルスの施
設。短期留学や遠隔支援により指導を受ける親子を世界中から受入れている。



両方に接するようにはからいました。週一回ずつ、英語の言語病理士とスペイン語の言語病理士
にも見てもらいました。
家庭内では臨機応変に取り組みました。専門家は言語ごとに話者をきちんと分けることを推奨

していますが、実際には状況によってあっちこっちと自由に行き来するのがシンデル家流。「我
が家ではそれでうまくいきました。子どもたちは混乱もせずに両方学んでいました。バイリンガル
の人たちは、入ってきた刺激が何語かなどと考えずに、自動的にそのことばで答えられるんで
す。」　もちろん、バイリンガルが機能するには、両親だけでなく、学校の教師や聞こえの専門
家たちの支援と協力が必須であることには変わりはありません。
シンデル家のアドバイスはこうです。「２つ目の言語の習得は新しい習い事をするようなも

の。毎日毎日、何年も何年も、繰り返していくこと。子どもがピアニストになる、テニスの選手
になる、という時と同じです。ちょっと難しくなったりすると諦めてしまったり、難聴のせいに
する人がいるけれど、そうではないのです。もともと、定めた目標に到達する根気と時間とを、
誰でもが持ち合わせているのではないのかもしれませんが…。」
さて、あなたの、あなたの家族の物語はどうでしょう？　ぜひフェイスブックのAG Bellグルー

プで、Volta Voices 編集部へ、あるいはListeningandSpokenLanguage.orgへオンラインで、
みなさんのストーリーをお寄せください！

（私訳・脚注：知茶子シュタイガー）


